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生徒の生み出した委員会活動で「活力と思いやり」のある学校に 
後期生徒会執行部としての取組は大きく２つです。１つは生徒会行事の計画と運営、もう１つは

南中生の日常生活の向上です。以下のように、生徒会執行部・専門委員長が考えています。 

役  職 氏    名 こんな学校にしたい（願い） 

生徒会長 三木 杏珠 さん 全校で創り上げる楽しい・愉しい南中 

副 会 長 岡部 莉杏 さん 誰にでも感謝を伝えられる南中 

書  記 枠島 怜南 さん 生徒会新聞を通して全員が成長できる南中 

生活委員長 田口  慶 さん 挨拶で活気あふれる南中 

整美委員長 築比地 昊大 さん 気持ちのよい生活をおくれる南中 

健康委員長 三浦 修也 さん 一人一人が自律し、健康に過ごせる南中 

学習委員長 春田 琴音 さん 積極的に学習に取り組み、高め合える南中 

文化委員長 加藤 蒼磨 さん 読書に親しみ本が好きになる南中・一人一人が合唱に真剣に取り組める南中 

福祉委員長 中野 萌衣 さん ボランティア活動に一人一人が積極的に取り組める南中 

生徒会執行部、専門委員長が願う南中の創造に向けて全校生徒・職員で頑張ります。生徒会ス

ローガンは「進取
し ん し ゅ

果敢
か か ん

＝何事にも失敗を恐れず、進んで積極的に取り組むこと」です。前期総まと

めとして取り組んだ体育祭が大成功したのは、それを支えた日常生活の高まりがあったからです。 

後期は大きな行事が合唱祭となりますが、その行事を支える日常生活を作っていきます。 

  そのため、特に後期は「リーダーが活力をもって進めるためのよきフォロワー」であることを大切

にしていきます。詳しい取組の様子は、その時々で変わりますので、家族の団らんの場でお子様か

らお聞きください。 

 

時と場に応じた挨拶で「活力と思いやりのある学校」に PART2 

朝、北門で生活委員長（リーダー）が公約（こんな南中にしたいという願い）の実現のために、の

ぼりを持って挨拶運動を行っています。その横を過ぎていく生徒の姿は様々で、元気に挨拶をして

いく生徒もあれば、会釈をして過ぎていく生徒、リアクションをせずにほとんど無視に近い状況で過

ぎていく生徒・・・です。TPO（時と場所と場面）を考え、自分の力を発揮できる人になってほしいと

思います。そして、社会に出た時に周りの人たちからかわいがられる人となり、楽しく生きてほしいと

願います。その思いから、時にはきちんと TPO に応じた態度を指導していきます。 

また、健康委員長が、健康に過ごせるよう手洗いの推奨をしています。そんな取組があっても、毎

回ハンカチを持ってこない生徒があります。 

「あなたはどうなの？」と家族で会話をしてみてください。せ

っかく保護者の皆様が、幼少期から躾けられた生活スタイル

が生かせる場となっているかどうかを確かめてみてください。 

これからも、よりよい日常生活を作るために生徒会執行部、

専門委員長が全校をリードします。よきフォロワーになって支

えることができる力を身に付けたいと思います。自分の力を発

揮し、楽しく充実した生き方ができることを願っています。 
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